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開聞地区野菜農家　迫中誠一さんのそらまめ畑で



実えんどうのさやむき大会
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ＪＲ指宿駅前広場で２月16日、生産者・地元飲食店・地元高校
がコラボレーションし、一足早い春を届ける豆づくしのイベント
第２回「いぶすきの豆・マメ・まめ祭り」（指宿市・ＪＡいぶす
き・県南薩地域振興局・南薩地域農政推進協議会主催）が開催さ
れました。
地元の子どもたちや観光客などに指宿産豆類（そらまめ、実え
んどう、スナップえんどう）をＰＲするため、去年に引き続き２
回目の開催となりました。
県立山川高校と地元飲食店の料理人で結成したお野菜ひろめ隊
がコラボした１日限定レストラン「Ｂ

び ー ん
ｅａｎ，豆

ず
レストラン」

花
は な や か
野果、実えんどうのさやむき大会、そらまめのつかみどり、ま

め料理の試食など様々なイベントがあり、多くの人で賑わいまし
た。高﨑知一ＪＡそらまめ専門部会長は「これだけ多くの人に来
場していただき嬉しい。指宿の豆類について知ってもらうイベン
トになった。今後もＰＲし、生産者として日本一の豆類を全国の
消費者に届けたい。」と話しました。

第２回 いぶすきの

豆・マメ・まめ祭り
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指宿産マンゴー「県域ブランド（かごしまマンゴー）」参入に向け現地審査

　ＪＡいぶすき観葉植物部会は２月11
日・12日の２日間、指宿市のＪＡ観葉セ
ンターで「いぶすき観葉フェア2014春」
を開催し、生産者・市場・行政・ＪＡ関
係者など約120人が参加しました。
　出展した生産者のブースでは、市場関
係者と取引、商談を行いました。生産者
は30鉢限定のフェア特別商品も販売、多
くの市場関係者が購入していました。
　フェア終了後は生産者と市場関係者が
「大産地いぶすきに求めるもの」をテー
マに分科会を開催し、店舗と農場がリア
ルタイムで連携を取り販売すること、商品のバラつきをなくすこと、産地を積極的にＰＲするこ
となどについて積極的に取り組むことになりました。
　下温湯正弘部会長は「産地として何が足りないか、皆様のアドバイスを生かし、日本最大級の
観葉植物産地である指宿のさらなる飛躍を目指す。」と話しました。部会では、2014年度、部会
員58名で９億５千万円の販売計画（共販）を目標としており、フェアも春と秋の２回、開く予定
です。

 いぶすき観葉フェア2014春

　ＪＡは、マンゴーの共同選果体制へ取り組
み、県域ブランド化に向けた検討を進めてい
ます。
２月12日、いぶすき農協熱帯くだもの部会の
かごしまブランド産地指定に関わる現地調査
と聞き取り調査のため、鹿児島県園芸振興協
議会果樹指導班の調査員が、管内のＪＡ集出
荷施設や有村隆雄部会長のハウスを訪れ、現
在の生育・管理状況などを確認しました。
　同部会におけるマンゴー生産者は12人で3.4
ヘクタールを栽培しており、2014年度は共販
量25.3㌧、共販額3,655万円で県内市場を中心

に出荷しています。また、2011年度から「かごしまの農林水産物認証（Ｋ‐ＧＡＰ）」を取得するな
ど食の安心・安全にも取組み、消費者の信頼確保に努めています。
　有村部会長は「県内産の中でも、７～８月の旬の時期に出荷されるいぶすき産に自信を持って
いる。部会員やＪＡ、関係機関と一体となり、高位平準化を目指し、これからも産地確立に向け
取り組む。」とブランド化に向けて意欲を語りました。

商談が行われた農家ブース

管理状況などについて話す有村部会長（左から４人目）
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Ｊ
Ａ
南
薩
甘
し
ょ
で
ん
粉
協
同

事
業
体
（
Ｊ
Ａ
い
ぶ
す
き
・
Ｊ
Ａ

南
さ
つ
ま
・
Ｊ
Ａ
さ
つ
ま
日
置
）

は
２
月
10
日
、
南
九
州
市
知
覧
町

で
「
で
ん
粉
原
料
用
甘
し
ょ
生
産

振
興
大
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

大
会
に
は
生
産
者
・
Ｊ
Ａ
・
行
政

な
ど
約
３
０
０
人
が
参
加
、
同
事

業
体
の
下
野
賢
治
代
表
（
Ｊ
Ａ
南

さ
つ
ま
組
合
長
）
は
「
で
ん
粉
用

甘
し
ょ
の
増
収
、
面
積
拡
大
は
早

急
の
課
題
。
生
産
者
・
関
係
機
関

が
一
体
と
な
っ
て
、
生
産
を
拡
大

し
よ
う
。」
と
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
も
行
い
、
３
Ｊ
Ａ
の
生
産
者
・
Ｊ
Ａ
・
行
政

か
ら
６
人
が
登
壇
し
、「
増
収
対
策
と
面
積
拡
大
」
を
テ
ー
マ
に
具
体
策

を
討
議
し
ま
し
た
。
で
ん
粉
原
料
用
甘
し
ょ
の
生
産
で
模
範
と
な
る
生
産

者
の
表
彰
も
行
い
ま
し
た
。
大
会
で
は
、「
基
本
技
術
の
徹
底
で
10
ア
ー

ル
当
た
り
収
量
を
高
め
、
栽
培
面
積
を
拡
大
す

る
」
と
い
う
大
会
宣
言
を
採
択
し
、
結
束
を
固

め
ま
し
た
。

○
生
産
者
表
彰
（
敬
称
略
）

　

農
事
組
合
法
人
・
吉
崎
生
産
組
合　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
（
Ｊ
Ａ
い
ぶ
す
き
）

　

池
田
勇
次
（
Ｊ
Ａ
南
さ
つ
ま
）

　

西
園
徹
男
（
Ｊ
Ａ
さ
つ
ま
日
置
）

　

Ｊ
Ａ
い
ぶ
す
き
青
年

部
・
女
性
部
は
２
月
25

日
、
指
宿
市
の
ホ
テ
ル
で

合
同
学
習
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
部
員
・
職
員
な

ど
約
40
名
が
参
加
、
今
年

度
は
睡
眠
法
に
よ
る
健
康

促
進
講
習
会
と
題
し
、
Ｊ

Ａ
鹿
児
島
県
厚
生
連
よ
り

２
名
の
講
師
を
招
き
、
睡

眠
の
重
要
性
ま
た
は
睡
眠

不
足
が
も
た
ら
す
身
体
へ

の
影
響
な
ど
を
学
び
ま
し

た
。
講
習
会
で
は
簡
単
な

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
も
教
わ

り
、
部
員
ら
は
毎
日
の
睡

眠
に
関
す
る
話
に
耳
を
傾

け
ま
し
た
。
講
師
の
Ｊ
Ａ
厚
生
連
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
健
康
指
導
課
の
須

賀
栄
子
保
健
師
は
「
睡
眠
の
良
い
取
り
方
は
人
に
よ
っ
て
異
な
る
。
自
分

に
合
っ
た
睡
眠
で
心
身
の
健
康
づ
く
り
に
努
め
て
欲
し
い
。」
と
ア
ド
バ

イ
ス
し
ま
し
た
。
参
加
し
た
上
堀
内
美
智
子
Ｊ
Ａ
女
性
部
長
は
「
日
ご
ろ

運
動
不
足
と
感
じ
て
い
る
中
で
、
簡
単
に
出
来
る
体
操
や
良
い
睡
眠
の
取

り
方
を
教
え
て
頂
い
た
。
こ
れ
か
ら
実
践
し
て
い
き
た
い
。」
と
話
し
ま

し
た
。
青
年
部
と
女
性
部
で
は
、
共
通
し
て
取
り
組
め
る
活
動
を
行
う
事

を
目
的
と
し
て
、
２
０
０
５
年
度
か
ら
年
１
回
、
合
同
学
習
会
を
開
催

し
、
９
回
目
と
な
り
ま
し
た
。

青
年
部
・
女
性
部
合
同
学
習
会
開
催

で
ん
粉
原
料
用
甘
し
ょ
生
産
振
興

簡単なエクササイズで体をほぐす部員

結束を固めた、でん粉原料用甘しょ生産振興大会

パネルディスカッションの様子
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南
九
州
市
茶
業
振

興
会
（
南
九
州
市
・

Ｊ
Ａ
い
ぶ
す
き
・
Ｊ

Ａ
南
さ
つ
ま
）
は
２

月
24
日
、
南
九
州
市

知
覧
町
の
知
覧
文
化

会
館
で
第
６
回
南
九

州
市
茶
業
振
興
大
会

を
開
催
し
、生
産
者
・

Ｊ
Ａ
・
行
政
関
係
者

な
ど
約
３
３
０
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

大
会
で
は
「
日
本

最
大
の
茶
産
地
ブ
ラ

ン
ド
『
知
覧
茶
』
の

確
立
に
向
け
茶
業
関

係
者
一
体
と
な
り
産

地
づ
く
り
に
努
め
よ

う
」
な
ど
４
つ
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
を
採
択
し
、

結
束
を
誓
い
ま
し

た
。
後
藤
正
義
会
長

は
「
知
覧
茶
銘
柄
統
一
に
向
け
て
、
課
題
解
決
や
施
設
整
備
を
行
い
、
日

本
茶
業
を
先
導
す
る
茶
産
地
と
し
て
誇
り
を
持
ち
、
安
心
・
安
全
な
茶
作

り
に
努
め
よ
う
。」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。
生
産
者
の
表
彰
や
記
念
講
演
も

行
わ
れ
ま
し
た
。

第
６
回
南
九
州
市
茶
業
振
興
大
会
開
催

ご連絡先 �����������式��
鹿児島市鴨池新町15番地 （ＪＡ鹿児島県会館9階)
ＴＥＬ099-258-5626 ＦＡＸ099-255-9595
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日
本
貿
易
振
興
機
構
（
ジ
ェ

ト
ロ
）
と
九
州
農
業
成
長
産

業
化
連
携
協
議
会
は
２
月
26

日
、
九
州
各
地
の
農
水
産
物
生

産
者
・
企
業
が
参
加
す
る
商
談

会
「
オ
ー
ル
九
州
農
水
産
物
ト

レ
ー
ド
フ
ェ
ア
IN
香
港
」
を
初

め
て
開
催
し
ま
し
た
。
日
程
は

２
日
間
で
、
58
の
企
業
・
団
体

が
出
品
、
バ
イ
ヤ
ー
約
70
社
が

会
場
の
ホ
テ
ル
日
航
香
港
に
来

場
し
ま
し
た
。
開
会
式
で
は
山

中
勝
美
九
州
農
業
成
長
産
業
化

連
携
協
議
会
長
が
「
九
州
の
安

心
・
安
全
な
農
産
物
、
水
産
品
な
ど
の
ア

ジ
ア
市
場
へ
の
輸
出
拡
大
を
目
指
す
。」

と
挨
拶
し
ま
し
た
。
鹿
児
島
県
か
ら
Ｊ
Ａ

い
ぶ
す
き
も
参
加
し
、
そ
ら
ま
め
・
実
え

ん
ど
う
を
出
品
し
、
多
く
の
バ
イ
ヤ
ー
と

商
談
を
行
い
ま
し
た
。

西
村
安
徳
農
産
部
長
は
「
多
く
の
バ
イ

ヤ
ー
に
興
味
を
示
し
て
頂
い
た
。
今
後
、

正
式
に
取
引
き
す
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
、

他
品
目
も
検
討
し
た
い
。」と
話
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
い
ぶ
す
き
年
金
友
の

会
指
宿
支
部
は
、
２
月
中
旬
か

ら
下
旬
、
地
区
ご
と
に
４
回
に

分
け
て
、
第
37
回
農
協
利
用
者

年
金
友
の
会
総
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
２
月
21
日
に
開
催
し

た
中
部
地
区
の
総
会
に
は
会

員
・
Ｊ
Ａ
職
員
な
ど
約
１
７
０

名
が
参
加
、
平
成
25
年
度
の
活

動
計
画
報
告
、
来
年
度
の
活
動

計
画
に
つ
い
て
協
議
し
、
全
て

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
協
議
後
は

ク
イ
ズ
な
ど
で
親
睦
を
深
め

ま
し
た
。
冨
山
春
吉
支
部
長
は

「
来
年
度
も
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
・
企
画
旅
行
な
ど
楽
し
い
活
動

を
行
い
、
友
の
会
の
輪
を
広
げ
た

い
。」
と
話
し
ま
し
た
。

オ
ー
ル
九
州
農
水
産
物
ト
レ
ー
ド
フ
ェ
ア
IN
香
港
開
催

第
37
回
農
協
利
用
者
年
金
友
の
会
総
会

香港でいぶすきの豆類をＰＲ

多くの会員が参加した総会

挨拶する冨山支部長

総会後のクイズ大会
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　２月26日～27日に指宿市開聞地区を襲った突風
（春一番）で圃場のスナップえんどうが倒れまし
た。ＪＡは開聞地区職員・営農指導員が中心とな
り、被害を最小限に食い止めるため、27日に生産
者の圃場へ出向き、棚を起こす作業を手伝いまし
た。被害に遭った同地区の生産者、尾立幸二さん
（77）は「周辺で５～６ヶ所は被害を受けた。助
けて頂き本当に感謝している。」と話しました。

復旧作業を行うＪＡ職員

ＪＡ職員が復旧応援 茶業女性部通常総会

 

 

   

 

 

 

 

 

　南九州市茶業振興会頴娃支部女性部会は３月７
日、通常総会と全体研修を南九州市内で開催しま
した。部員・行政・ＪＡ関係者など約120人が参加、
３月28日に大野岳で開催する新茶まつりや各事業
の説明を行いました。永山明美部会長は「まずは
自分の家庭でお茶を飲む習慣をつけて、子供たち
にお茶の素晴らしさを伝えて行きましょう。｣ と
話しました。全体研修では、鹿児島女子短期大学
名誉教授の福司山エツ子先生が「お茶と健康（和
食文化の伝承）」について講演を行いました。
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　ＪＡは２月12日、指宿市の開聞中央支所で春か
ぼちゃの栽培講習会を開催し、開聞地区の生産者
約40人が出席し、今後の栽培について確認を行い
ました。
ＪＡでは開聞地区で、面積42ｈａ・販売量500ｔ
　８千万の売上高を計画しています。
永吉勇一開聞野菜部会かぼちゃ部会長は「今後の
天候に左右されることなく栽培管理を徹底し、反
収２ｔ以上を目標に頑張りたい。」と意欲を語り
ました。

　ＪＡは２月７日・８日・９日の３日間、鹿児島
市のＪＲ鹿児島駅横特設会場で、第32回自動車大
展示会を開催しました。全体で557台、ＪＡいぶ
すきでは17台の売上台数となりました。（前年比
170％）会場内には新車・中古車合わせて約700台
が並び、自動車以外にも野菜の即売会も行われ、
県内各地から多くの来場者が訪れました。
　担当職員は「４月から消費税率が引き上げられ
ることが影響し、売上台数も多かった。今後も自
動車購入時にＪＡを利用して頂きたい。」と話し
ました。　

　ＪＡ広域育苗センターでは、生産者から注文を受
けた春夏作の苗が配布時期を迎えました。前年の
１２月下旬から播種を始め、かぼちゃの苗を中心
に、すいか・メロン類、女性部からの野菜苗も含
め、約21万本の生産を行います。
　祝迫正哉営農課長は「寒い日が続き、温度管理が
難しかったが、病気など出ないように心掛けた。今
後も、生産者の力になれるように良い苗作りを続け
たい。」と話しました。２月下旬から３月上旬が受
け渡しのピークとなっており、３月末まで続きます。

　鹿児島市喜入地区で、２月24日から３月10日ごろ
までタンカンの集出荷を行いました。瀬々串選果場
では、機械で大きさを選別し、手作業で丁寧にパッ
クやネットに詰めていました。品質については２月
10日に出荷者全員の果実調査をＪＡ・鹿児島市・鹿
児島振興局で行い、タンカンの外観・糖度・酸など
について実施しました。担当営農指導員は「台風の
影響もなく、外観は良好。生育・品質ともに順調に
仕上がっている。」と話しました。ＪＡでは生産者
９名、約９トンの出荷計画を立てています。

講習会の様子

来場者で賑わった展示会

摘芯作業を行う作業員

丁寧に選別し、パックに詰める作業員

春かぼちゃ栽培講習会

自動車大展示会

育苗センター春夏作苗出番

喜入産タンカン出荷
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 部員特典

 

○人間ドック受診の助成

 

○部員旅行

 

○各地区教室の参加 など

お問い合わせ先 ＪＡいぶすき本所 購買部 購買企画課

 

電話 ０９９３－３５－３４１５ 

ＪＡいぶすき女性部では部員を募集
しています。
年会費５００円で様々な特典やイベ
ント・教室への参加ができます。

私たちと一緒に楽しく活動しましょう♪

　
Ｊ
Ａ
い
ぶ
す
き
女
性
部
は
、
管
内
の
地
区
ご
と
に
地
域
に
密
着
し
た
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

２
月
９
日
、
開
聞
地
区
女
性
部
主
催
の
生
産
者
コ
ー
ナ
ー
感
謝
祭
を
行
い
ま

し
た
。
消
費
者
の
皆
様
に
日
頃
の
感
謝
の
意
味
を
込
め
て
、
ご
奉
仕
価
格
の
野

菜
販
売
、
餅
つ
き
で
つ
い
た
、
つ
き
た
て
の
餅
を
ぜ
ん
ざ
い
に
し
て
無
料
配
布

な
ど
を
行
い
、
盛
大
に
賑
わ
い
ま
し
た
。
２
月
14
日
、
え
い
地
区
女
性
部
で
は

交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

女
性
部
活
動

Ａコープかいもん店生産者コーナー感謝祭

えい地区女性部交流会
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社会保険労務士　飯伏　純也先生が
みなさまの年金受給の手続きや年金に関する相談に親切丁寧にお答えします。

※昼食：12時～午後１時

日 場　　所 時間～ ～時間 会　場

4月22日（火） 南 部 支 所 午前10時から 午後　3時まで 会議室

6月24日（火） 大 山 支 所 午前10時から 午後　0時まで 2階会議室

6月24日（火） 成 川 支 所 午後　1時から 午後　3時まで 2階会議室

8月26日（火） 開 聞 中 央 支 所 午前10時から 午後　3時まで 2階会議室

10月28日（火） え い 中 央 支 所 午前10時から 午後　3時まで えい近代化ｾﾝﾀｰ

12月24日（水） 喜 入 支 所 午前10時から 午後　3時まで 2階会議室

※　申し込みにつきましては受付順となりますので、お早めに電話予約をお願い致します。尚、定員になり次第締
め切らせて頂きます。

※　日程の変更があるかもしれませんので、事前に最寄りの支所へお問い合わせをしてからお越しください。

　　相 談 員　　　  社会保険労務士　飯伏　純也　先生

ＪＡいぶすき年金友の会・ＪＡいぶすき
・喜入支所　　 099-345-1211　　・中部支所　　 2 5 - 4 2 1 1　　・新西方支所 2 5 - 2 0 1 5
・南部支所　　 ２２-３６３６　　・大山支所　　 ３５-２１６０　　・成川支所　 ３４-００５２
・開聞中央支所 3 2 - 3 1 3 1　　・えい中央支所 3 6 - 1 1 3 1　　・別府支所　 3 8 - 0 0 2 1
・青戸支所　　 3 9 - 0 1 1 1　　・粟ヶ窪支所　 3 6 - 0 0 6 9　　・本所　　　 3 5 - 3 4 1 2

これから年金をお受け取りになる方や、年金について更に詳しくお知りになりたい
方等、お気軽にご相談下さい。

★わたしは年金を受給できる資格はありますか？
★わたしの年金はいつからもらえるの？
★年金はいくらもらえるの？
★退職後は厚生年金と失業給付どちらが得なの？
★勤めながら年金はもらえるの？
★年金の請求手続きにはどんな書類が必要なの？

こんな質問はございませんか？

平成26年「無料年金相談会」開催



（
平
成
26
年
１
月
１
日
～

平
成
26
年
１
月
31
日
）

お
く
や
み（
敬
称
略
）

【
喜
入
】　

釜　

付　

ツ
ネ
子　

（
82
）

古　

賀　

久　

子　

（
71
）

【
指
宿
】　

徳　

留　

ミ　

子　

（
105
）

西　

山　

フ　

ヂ　

（
98
）

下
西
ノ
園　

親
義　

（
88
）

澤　

山　

重　

俊　

（
88
）

渡　

瀨　
　
　

　

（
80
）

鬼　

塚　

英　

男　

（
66
）

【
山
川
】　

山　

下　

ト
ミ
子　

（
76
）

東　
　
　

ト
ヨ
子　

（
99
）

池　

田　

治　

美　

（
52
）

西　

田　

五　

月　

（
89
）

福　

﨑　

ミ　

ネ　

（
87
）

田
之
上　

ミ
チ
子　

（
71
）

外　

薗　

治　

則　

（
66
）

西　
　
　

シ
ヅ
ミ　

（
90
）

福
ヶ
迫　

サ　

ミ　

（
85
）

宮　

田　

ト
シ
子　

（
82
）

番　

匠　

道　

雄　

（
78
）

東　

畑　

サ　

エ　

（
93
）

上　

村　

正　

範　

（
94
）

酒　

賀　

友　

江　

（
102
）

森　

永　

辰　

男　

（
87
）

佐
々
野　

力　

康　

（
82
）

畠　

中　

由
知
子　

（
64
）

【
開
聞
】　

物　

袋　

ト
ミ
エ　

（
97
）

新　

吉　

常
次
郎　

（
75
）

今　

井　

傳　

蔵　

（
65
）

物　

袋　

重　

盛　

（
84
）

上
四
元　

ツ
ル
エ　

（
94
）

小　

濵　

清　

吾　

（
84
）

西　

山　

幸　

夫　

（
80
）

下　

拂　

ム
ツ
ミ　

（
90
）

荒　

田　

ハ
ル
ヱ　

（
95
）

西　

元　

哲　

雄　

（
83
）

【
頴
娃
】　

有　

馬　

ミ
チ
子　

（
91
）

石　

田　

サ　

ヱ　

（
99
）

有　

薗　

千
鶴
子　

（
80
）

加
治
佐　

札　

夫　

（
86
）

小　

原　

ス
ミ
ヱ　

（
95
）

窪　
　
　

エ
チ
子　

（
76
）

飯　

山　

ナ　

ル　

（
91
）

つ
つ
し
ん
で
ご
冥
福
を

　
　

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
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平
成
26
年
２
月
27
日
、
第
14
回
理
事
会
が
開
催

さ
れ
、
次
の
通
り
協
議
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

【
協
議
内
容
】

○　
平
成
26
年
度
借
入
金
の
最
高
限
度（
案
）に
つ
い
て

○　

平
成
26
年
度
余
裕
金
運
用
方
針（
案
）に
つ
い
て

○　
平
成
25
年
度
末
決
算
に
お
け
る
減
損
損
失
処
理（
案
）に
つ
い
て

○　

平
成
26
年
度
内
部
監
査
計
画（
案
）に
つ
い
て

○　
平
成
25
年
度
内
部
監
査
に
関
す
る
内
部
評
価
結
果
に
つ
い
て

○　

役
員
報
酬
審
議
会
の
答
申
に
つ
い
て

○　

貸
出
金
の
貸
出
決
定
に
つ
い
て

○　

県
常
例
検
査
回
答
書（
案
）に
つ
い
て

○　
平
成
26
年
度
肉
用
牛
組
織
的
導
入（
預
託
）頭
数
及

び
肉
用
牛
特
約
勘
定
限
度
額
設
定（
案
）に
つ
い
て

○　

貸
倒
損
失
処
理（
案
）に
つ
い
て

○　

定
年
再
雇
用
規
程
の
見
直
し
に
つ
い
て

○　
臨
時
職
員
の
契
約
期
間（
契
約
更
新
）の
見
直
し
に
つ
い
て

【
報
告
事
項
】

・
平
成
26
年
１
月
末
実
績
に
つ
い
て

・
平
成
25
年
度
末
監
事
監
査
の
実
施
に
つ
い
て

・
平
成
26
年
度
監
事
監
査
計
画
に
つ
い
て

・
自
主
検
査
実
施
状
況
に
つ
い
て

・
特
殊
詐
欺
に
向
け
た
取
り
組
み
の
徹
底
に
つ
い
て

・
総
合
支
所
・
事
業
所
等
へ
の
巡
回
指
導
の
強
化

（
３
月
分
）に
つ
い
て

・
第
21
回
通
常
総
代
会
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

・
役
員
改
選
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

・
出
資
金
増
口
運
動
の
中
間
報
告
に
つ
い
て

・
日
本
農
業
新
聞　

緊
急
増
部
運
動
の
実
施
に
つ
い
て

・
Ｊ
Ａ
・
Ａ
コ
ー
プ
ネ
ッ
ト
ス
ー
パ
ー
の
配
達
エ
リ
ア
拡
大
に
つ
い
て

・
平
成
26
年
度
早
期
共
済
推
進
要
領（
案
）に
つ
い
て

・
平
成
26
年
度
え
い
新
茶
セ
ー
ル
推
進
要
領（
案
）に
つ
い
て

・
平
成
26
年
度
生
活
購
買
事
業
役
職
員
推
進
要
領（
案
）に
つ
い
て

・
第
32
回
県
下
Ｊ
Ａ
統
一
自
動
車
大
展
示
会
実
績
に
つ
い
て

・
平
成
25
年
度
Ｊ
Ａ
い
ぶ
す
き
ふ
れ
あ
い
ス
ー
ツ

展
示
会
実
績
に
つ
い
て

・
購
買
未
収
金
の
報
告
に
つ
い
て�

他

理
事
会
だ
よ
り

理
事
会
だ
よ
り

黎
明
短
歌
会
指
宿
支
部

一　

手
塩
か
け
夫
が
育
て
し
老
梅
は
一
輪
咲
き
て
早
春

の
匂
う

　
　
　
　
　
　

上
西
園　

ふ
じ
え

二　

古
木
に
も
白
梅
咲
け
り
ほ
の
ぼ
の
と
香
り
て
寒
気

し
ば
し
緩
び
ぬ

　
　
　

辰
野　

千
鶴
子

三　

お
歯
黒
の
祖
母
と
歩
み
し
老
梅
の
た
お
や
に
咲
か

す
五
十
回
忌
法
事

　
　

吉
永　

多
美
子

四　

凛
と
し
た
こ
の
如
月
の
快
晴
を
豪
雪
の
地
に
贈
り

あ
げ
た
し

　
　
　
　
　

川
畑　

信
子

五　

人
里
に
静
か
に
咲
け
る
梅
の
花
垂
れ
た
る
枝
に
雄

姿
見
と
れ
る

　
　
　
　

片
野
田　

健
一

六　

雨
上
り
冬
陽
を
浴
び
て
梅
の
花
春
の
息
吹
に
蜂
あ

そ
び
い
る

　
　
　
　
　

片
野
田　

道
子

七　

浅
田
真
央
ソ
チ
の
氷
上
大
輪
花
輝
き
放
つ
プ
ラ
チ

ナ
メ
ダ
ル

　
　
　
　
　

外
薗　

隆

八　

午
年
の
開
聞
岳
は
穏
や
か
に
麓
の
土
手
に
タ
ン
ポ

ポ
の
咲
く

　
　
　
　
　

柚
木
﨑　

イ
ツ
子

九　

久
々
に
出
逢
い
し
友
と
盛
り
上
り
果
て
に
招
か
れ

る
手
作
り
の
ご
馳
走

　

吉
元　

美
知
子

十　

丈
低
き
ひ
ま
わ
り
の
花
寒
風
に
必
死
に
耐
え
て
春

を
じ
っ
と
待
つ

　
　
　

吉
田　

知
佐
子

二
月
歌
会
詠
草
（
自
由
歌
）

平
成
二
十
六
年
二
月
二
十
五
日
（
火
）　

丹
波
地
区
公
民
館

表紙の写真
　ＪＡ管内では豆類の出荷が最盛期を迎えて
います。
開聞地区の野菜農家、迫中誠一さん（38）
もお父さんやお母さんと一緒に収穫し、忙し
い日々を送っています。奥さんの真優さんは
今月出産予定とおっしゃっていました。元気
なお子さんを生んで下さい。

編
集
後
記

Ｊ
Ａ
は
、
３
月
１
日
か

ら
平
成
26
年
度
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
広
報
担
当

者
と
し
て
、
も
っ
と
多
く

の
皆
様
に
Ｊ
Ａ
い
ぶ
す
き

を
知
っ
て
頂
く
た
め
に
、

広
報
誌
の
内
容
を
充
実
さ

せ
て
参
り
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
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